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事
業
名

防犯体制整備事業
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　防犯体制整備事業は、自主防犯団体と連携しこどもの見守
り活動、防犯活動を行うとともに、青色回転灯車による防犯
パトロールを実施するものです。
　今後も、引き続き、自主防犯団体について加入を促進しま
す。

暮らしの安全課

指標

平成27年度実績値 １８５団体 進捗率 101.1% 評価 Ａ

自主防犯登録団体数
現状値（平成25年度） １７７団体
目標値（平成31年度） １９５団体（全自治会）
平成27年度目標値 １８３団体

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　団体数については、例年の平均的な新規加入団体数から算出した。
《平成２７年度の実施予定》
　４月～５月にかけ既存の自主防犯団体及び未加入の自治会あて申請書を送付し登録
手続きを行う。同時に自主防犯団体の中から青色回転灯車でのパトロールを行う団体
の募集も行う。

実
施
内
容

　４月～５月にかけ既存の自主防犯団体及び未加入の自治会あて申請書を送付し登録
手続きを行なった。同時に自主防犯団体の中から青色回転灯車でのパトロールを行う
団体の募集も行った。

予
算

平成27年度

予算額 996千円 決算額 820,129円
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事
業
名

防犯システム
設置事業

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） １０．９２件
平成27年度目標値 １３．７８件
平成27年度実績値 １１．８７件 進捗率 116.1% 評価 Ａ

　防犯システム設置事業は、防犯カメラの適性な維持管理お
よび新規の防犯カメラの設置を検討するものです。
　今後も、引き続き、市内８駅周辺に設置した防犯カメラと
の連動を考慮し新規設置を検討します。

暮らしの安全課

指標 犯罪率（人口千人あたりの刑法犯認知件数）
現状値（平成25年度） １５．２８件

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　平均的に減少することを踏まえて算出
《平成２７年度の実施予定》
　街頭防犯カメラを北春日部駅周辺３台・武里駅東口2台を新規設置予定。なお、設置
済の防犯カメラの保守点検を行う。

実
施
内
容

　街頭防犯カメラを北春日部駅周辺３台・武里駅東口2台を新規設置。なお、設置済の
防犯カメラの保守点検を行った。

予
算

平成27年度

予算額 4,121千円 決算額 3,304,800円
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事
業
名

うごく子ども110番
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） ―
平成27年度目標値 ―
平成27年度実績値 ― 進捗率 評価 Ａ

　うごく子ども１１０番は、児童・生徒の安全な登下校を確
保することを目的とし、関係機関の公用車などに「うごく子
ども１１０番」のステッカーを貼ることで、子どもたちの不
測の事態に備え、緊急の連絡や避難できる場所を確保するも
のです。
　今後も、引き続き、関係機関や協力団体と連携し、｢うご
く子ども１１０番｣活動の認識を高めます。学校総務課

指標 ―
現状値（平成25年度） ―

実
施
予
定
内
容

関係機関や協力団体と連携し、「うごく子ども110番」活動の認識を高めるため、「う
ごく子ども110番」のステッカーを購入し、各部及び教育委員会グループ管理車に貼
り、活動の推進、啓発に努める。

実
施
内
容

平成27年度は、総合政策部、財務部及び福祉部のグループ管理車、合計12台に新たに
ステッカーを貼り、活動の推進、啓発に努めた。

予
算

平成27年度

予算額 43千円 決算額 42,984円
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事
業
名

学校警察連絡協議会
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 500人
平成27年度目標値 450人
平成27年度実績値 400人 進捗率 88.9% 評価 Ａ

　学校警察連絡協議会は、子どもを犯罪の被害から守るた
め、情報交換・共通理解など、関係機関との連携を図るもの
です。
　今後も、引き続き、連携の強化を図り、充実に努めます。

指導課

指標 講演会への参加人数
現状値（平成25年度） 400人

実
施
予
定
内
容

　平成17年度、春日部・庄和地区学校警察連絡協議会、平成18年度より春日部地区学
校警察連絡協議会とし、春日部地区「青少年健全育成地域の集い」代表校による実践
事例発表及び記念講演をしています。
　本年度はＬＩＮＥ株式会社から講師を招いて講演会を開催する予定です。

実
施
内
容

・H27.5.20(水)、学校警察連絡協議会総会及び講演会を行った。
・H28.1.13(水)、「青少年健全育成地域の集い」にて、代表校による実践事例発表及
びLINE株式会社講師による講演会を実施した。

予
算

平成27年度

予算額 147千円 決算額 91,164円
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事
業
名

防犯教室・防犯研修
会

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　防犯教室・防犯研修会は、児童生徒が犯罪の被害に遭わな
いようにするために、小中学校で防犯研修などを実施するも
のです。
　現在、市内の全小中学校で実施されており、今後も引き続
き、各学校の工夫により内容の充実を図ります。

指導課

指標 防犯教室の実施校数
現状値（平成25年度） 37校
目標値（平成31年度） 37校
平成27年度目標値 37校
平成27年度実績値 37校 進捗率 100.0% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

　市内各小中学校において、各校の実態に応じて関係機関より講師を招き、防犯教室
や非行防止教室等を実施し、児童生徒の健全育成を支援する予定です。

実
施
内
容

・非行防止指導班「あおぞら」(25校／37校)、少年サポートセンター等より講師を招
聘し、防犯教室や非行防止教室等を実施した。
・ネットトラブルについて注意喚起させる教室は、全校(37校)で実施した。

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円

事
業
名

非行防止パトロール
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　非行防止パトロールは、年間を通した非行防止パトロール
を各地区の補導会・育成会に委託して実施するものです。
　今後も、各地区の実状に合わせて、パトロール活動の充実
を図ります。

社会教育課

指標 パトロールの実施回数
現状値（平成25年度） １，１８８回
目標値（平成31年度） ２，１００回
平成27年度目標値 １，８７０回
平成27年度実績値 １，１０２回 進捗率 58.9% 評価 Ｂ

実
施
予
定
内
容

≪平成27年度目標値設定の考え方≫
　総合振興計画の目標値に準じ、29年度までは120回ずつ増加。（30、31年度は2,100
回を維持）
≪平成27年度の実施予定≫
　・市内8地区の補導会・育成会と委託契約を行います。
　・いじめに関する通報を業務に追加します。

実
施
内
容

・年間1,102回、延べ3,687人がパトロールを実施。

予
算

平成27年度

予算額 834千円 決算額 836,017円
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事
業
名

防犯パトロール
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　防犯パトロールは、各小中学校のＰＴＡにおいて、自転車
などへのプレートの掲示による、犯罪抑止活動を行うもので
す。
　現在、市内の小中学校のＰＴＡで実施されており、今後も
引き続き、活動の継続を支援します。

社会教育課

指標 ―
現状値（平成25年度） ―
目標値（平成31年度） ―
平成27年度目標値 ―
平成27年度実績値 ― 進捗率 － 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

　市内小中学校ＰＴＡの活動を支援します。

実
施
内
容

　市内小中学校ＰＴＡの活動を支援した。

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円

事
業
名

こどもかけこみ110
番

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　こどもかけこみ110番は、店舗や一般家庭などにプレート
の設置を依頼し、子ども達が事件などに遭遇した際に、駆け
込んで助けを求めることが出来る場を確保するものです。
（市Ｐ連、防犯協会事業）
　今後も、引き続き、活動の継続を支援します。

社会教育課

指標 プレート設置箇所数
現状値（平成25年度） １，２５５箇所
目標値（平成31年度） １，２６０箇所
平成27年度目標値 １，２６０箇所
平成27年度実績値 １，２５２箇所 進捗率 99.4% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

≪平成27年度目標値設定の考え方≫
　現状値を伸ばした数値（1,260箇所）を31年度まで維持。
≪平成27年度の実施予定≫
　・市ＰＴＡ連合会の活動を支援するとともに、市ＰＴＡ連合会と防犯協会の連携を
　　支援します。

実
施
内
容

・１，２５２箇所で設置。
・防犯協会との連携を支援。

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円
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事
業
名

地域とのふれあい
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　地域とのふれあいは、保育所（園）において、園庭を開放
することにより、地域の子どもや親たちに、他の子どもとの
ふれあいを通し、子育て支援を実施するものです。また、地
域の人を対象に講演会を開催するものです。
　今後も、引き続き、あらゆる機会を活用して、地域との連
携を図ります。

保育課

指標

平成27年度実績値 ５，８７８人 進捗率 98.0% 評価 Ａ

参加人数
現状値（平成25年度） １，０００人
目標値（平成31年度） １，５００人
平成27年度目標値 ６，０００人

実
施
予
定
内
容

（平成２７年度目標値）参加人数：6,000人
《平成２７年度目標値設定の考え方》11月までの参加人数を参考に算出しました。
《平成２７年度の実施予定》
　公立保育所では地域交流会、民間保育所では園庭解放や保育所地域活動事業による
地域の子育て家庭への育児講座などを実施します。

実
施
内
容

　園庭開放日数　延912日、保育所地域活動事業への参加人数　5,136人、育児講座・
子育て講座への参加人数　742人

予
算

平成27年度

予算額 ―　千円 決算額 ―  円
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事
業
名

中学生社会体験チャ
レンジ事業

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 13校
平成27年度目標値 13校
平成27年度実績値 13校 進捗率 100.0% 評価 Ａ

　中学生社会体験チャレンジ事業は、市内中学１年生を対象
に、望ましい職業観や勤労観を育て、社会性や自立心を養う
ため、市内事業所において３日間の社会体験活動を行うもの
です。
　現在、市内の全中学校で実施されており、今後は新たな受
け入れ事業所を開拓し、一人ひとりの生徒が確実に目的を達
成できるよう支援します。

指導課

指標 社会体験チャレンジ事業参加中学校数
現状値（平成25年度） 13校

実
施
予
定
内
容

　市内中学１年生を対象に、望ましい職業観や勤労観を育て、社会性や自立心を養う
ため、市内事業所において３日間の社会体験活動を行っていきます。

実
施
内
容

・市内13校全校の中学1年生、約1,900人を対象に、約400カ所の事業所にて、平成27年
11月17日～19日の3日間の社会体験活動を実施した。

予
算

平成27年度

予算額 939千円 決算額 939,000円
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事
業
名

少人数指導
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 37校
平成27年度目標値 34校
平成27年度実績値 31校 進捗率 91.2% 評価 Ａ

　少人数指導は、児童生徒や学校の実態を踏まえ、一人ひと
りに応じたきめ細かな指導の充実を図るものです。
　現在、市内の全小中学校で実施しており、今後も引き続
き、着実に児童生徒一人ひとりの学力の向上につながるよ
う、工夫・改善を図ります。

指導課

指標 少人数指導実施校数
現状値（平成25年度） 30校

実
施
予
定
内
容

算数、数学科を中心に個に応じた指導を目的としたティームティーチングや少人数指
導を行っています。

実
施
内
容

・算数、数学科や体育を中心に、個に応じた少人数指導を31校で実施した。
・理科や英語、外国語活動では複数教員によるティームティーチングを行った。

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円
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事
業
名

道徳教育
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 37校
平成27年度目標値 37校
平成27年度実績値 37校 進捗率 100.0% 評価 Ａ

　道徳教育は、指導方法や指導体制の工夫および改善を進
め、児童生徒に道徳的実践力を育成するものです。
　現在、市内の全小中学校で実施しており、今後も引き続
き、児童生徒一人ひとりに豊かな心を育む道徳教育の充実を
図ります。

指導課

指標 道徳教育の充実に取り組む学校数
現状値（平成25年度） 37校

実
施
予
定
内
容

　市内道徳教育副読本を作成し、全校に配付し、豊かな心をはぐくみ、絆を深める教
育を推進するため、「春日部の道徳」を活用するなどし、児童・生徒の心に響く道徳
教育の充実を図ります。

実
施
内
容

・「春日部の道徳」「彩の国の道徳」等を活用し、年間を通して道徳教育について校
内研修(37校)を進めながら充実を図ってきました。

予
算

平成27年度

予算額 386千円 決算額 340,200円

②確かな学力の向上
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事
業
名

体育指導
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

平成27年度実績値 37校

事
業
名

総合的な学習の時間
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　総合的な学習の時間は、自ら学び、自ら考え、問題を解決
する学習活動を展開し、自己の生き方を考えることができる
児童生徒を育成するものです。
　現在、市内の全小中学校で実施しており、今後も引き続
き、児童生徒の課題解決能力の育成を図るため、授業の工
夫・改善を図ります。

指導課

指標 総合的な学習の時間の充実に取り組む学校数
現状値（平成25年度） 37校
目標値（平成31年度） 37校
平成27年度目標値 37校

　体育指導は、指導方法の工夫および改善を進め、体育の授
業を充実するものです。
　現在、市内の全小中学校で実施しており、今後も引き続
き、児童生徒一人ひとりの体力向上を図る体育授業の工夫・
改善を図ります。

指導課

指標 体力向上に取り組む学校数
現状値（平成25年度） 37校
目標値（平成31年度） 37校
平成27年度目標値 37校

進捗率 100.0% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

　小・中学校での授業研究会を実施し、指導法の研修の場とし、春日部市体力向上推
進委員会を２回実施し、春日部市の児童生徒の体力面の課題を共通認識し、指導法な
どの情報交換を行います。

実
施
内
容

・各校において、体力向上の課題を把握し、解決のための取組を進めてきた。
・平成27年10月6日：春日部中学校、10月20日：飯沼中学校、11月13日：粕壁小学校、
11月18日：武里西小学校において授業研究会を実施した。
・平成27年5月7日、平成28年2月9日の2回体力向上推進委員会を実施した。

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円

平成27年度実績値 37校 進捗率 100.0% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

児童生徒の課題解決能力の育成を図るため、授業の工夫・改善を図ります。

実
施
内
容

・老人ホームや特別支援学校との交流、環境保全、外国や日本の歴史や風土の理解、
地域の方との交流や自治会行事への参加などをとおし、課題解決のために必要な力を
育成するため授業の工夫・改善を図った。

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円
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事
業
名

学校評議員制度
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　学校評議員制度は、学校・家庭・地域の連携を深め、一体
となって学校教育の推進を図るものです。
　現在、市内の全小中学校で制度を実施しており、今後も引
き続き、地域の実態に応じて学校評議員制度を活用し、学
校・家庭・地域の連携を深めます。

指導課

指標 学校評議員会を設置する学校数
現状値（平成25年度） 37校
目標値（平成31年度） 37校
平成27年度目標値 37校
平成27年度実績値 37校 進捗率 100.0% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

地域の実態に応じて学校・家庭・地域の連携を深めます。

実
施
内
容

・全校に学校評議員を設置し、学校運営のための会議を開催した。
・平成27年度は、37校で198名の学校評議員を委嘱した。

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円

事
業
名

就学予定者の健康診
断実施率

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　就学時健康診断は、就学予定者の心身の状況を把握し、保
健上必要な助言を行うとともに、適正な就学についての指導
を行うものです。
　今後も、引き続き、学務課や各学校の連携のもと、取り組
みます。

指導課

指標 就学予定者の健康診断実施率
現状値（平成25年度） 100%
目標値（平成31年度） 100%
平成27年度目標値 100%
平成27年度実績値 100% 進捗率 100.0% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

就学予定者の心身の状況を把握し、保健上必要な助言を行うとともに、適正な就学の
指導を行います。

実
施
内
容

・全小学校(24校)で健康診断及び家庭教育学級を行った。
・平成27年11月13日、学校にて未実施の就学予定者健康診断を行った。

予
算

平成27年度

予算額 4,218千円 決算額 3,833,590円

③各分野の連携による豊かな心身の育成
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事
業
名

スポーツ少年団事業
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　スポーツ少年団事業は、スポーツを通じて青少年のこころ
とからだを育てることを目的としている、スポーツ少年団組
織を支援するものです。
　今後も、スポーツ少年団組織の支援を継続し、現状の団員
数の維持を目指します。

スポーツ推進課

指標 登録団員数
現状値（平成25年度） １，８５５人
目標値（平成31年度） ２，６００人
平成27年度目標値 ―
平成27年度実績値 ２，３４８人 進捗率 ― 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

　スポーツを通じて青少年のこころとからだを育てることを目的としている、スポー
ツ少年団組織を支援していく。

実
施
内
容

表彰式、運動適正テスト、リーダー育成研修会、親子スポーツのつどい、認定員養成
講習会、認定員研修会、ミニ駅伝大会、母集団育成研修会、スポ少種目別大会、市民
体育祭種目別大会

予
算

平成27年度

予算額 1,677千円 決算額 1,677,000円

事
業
名

自然体験活動
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　自然体験活動は、全小中学校において、野外体験活動や農
業体験活動など、多様な体験活動を充実するものです。
　現在、市内の小中学校で自然体験活動を実施しており、今
後も引き続き、各学校の工夫により、計画的・継続的に実施
します。

指導課

指標 自然体験活動の実施校数
現状値（平成25年度） 37校
目標値（平成31年度） 37校
平成27年度目標値 37校
平成27年度実績値 37校 進捗率 100.0% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

野外体験活動や農業体験活動など、多様な体験活動を充実させます。

実
施
内
容

・小･中学校25校が夏季林間学校を、中学校12校がスキースクールを実施した。
・学校農園を所有し(31校)、農作体験活動に取り組んできました。

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円

④地域ぐるみの教育力の向上
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事
業
名

校内教育相談
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　校内教育相談は、関係機関との連携を図りながら、児童生
徒の教育相談、保護者への助言や支援を行うものです。
　現在、市内の全小中学校で相談体制を整備しており、今後
も引き続き、各学校の教育相談体制が充実するよう、工夫・
改善を図ります。

指導課

指標 校内相談体制が整備された学校数
現状値（平成25年度） 37校
目標値（平成31年度） 37校
平成27年度目標値 37校
平成27年度実績値 37校 進捗率 100.0% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

　各学校の計画に沿って実施することを関係機関と連携しながら支援します。

実
施
内
容

・市内の全中学校において「さわやか相談室」を設置し、さわやか相談員及び地域相
談員が児童生徒・保護者に寄り添った相談を行った。
・「さわやか相談員研修会」により、資質向上に努めた。

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円

事
業
名

家庭教育学級
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　家庭教育学級は、各公民館において、幼児・小学生期・中
学生期のそれぞれの保護者などを対象とした講座を実施する
ものです。
　今後も、参加者のニーズを把握しながら、親子のより良い
関係を築けるよう事業を進めます。

中央公民館

指標 実施地区数
現状値（平成25年度） ７地区
目標値（平成31年度） ８地区
平成27年度目標値 ８地区
平成27年度実績値 ８地区 進捗率 100.0% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

（平成２７年度目標値）実施地区数：８地区
《平成２７年度目標値設定の考え方》
　実施地区数については、市内８地区、全地区での実施を目標としている。
《平成２７年度の実施予定》
　庄和地区を除く７地区で昨年中にすでに実施している。２月以降も５地区で実施予
定がある。

実
施
内
容

市内８地区すべてで何らかの家庭教育学級を実施する。
・幼児家庭教育学級　延べ２７講座　５７８名参加
・小学生期　延べ２講座　６９名参加　・小中学生期　延べ４講座　３８５名参加
・中学生期　１講座　１１９名参加

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円
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事
業
名

青少年健全育成条例
普及啓発活動

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　青少年健全育成条例普及啓発活動は、埼玉県青少年健全育
成条例および、春日部市青少年健全育成基本条例の普及、啓
発を行うものです。
　今後も、引き続き、活動の継続を支援します。

社会教育課

指標 ―
現状値（平成25年度） ―
目標値（平成31年度） ―
平成27年度目標値 ―
平成27年度実績値 ― 進捗率 ― 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

　青少年育成春日部市民会議や青少年育成推進員協議会とともに、市および県条例の
普及・啓発活動を行います。

実
施
内
容

　青少年育成春日部市民会議や青少年育成推進員協議会とともに、市および県条例の
普及・啓発活動を行った。

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円

事
業
名

青少年育成春日部市
民会議の支援

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　青少年育成春日部市民会議の支援は、関係機関・団体と連
携し、環境浄化活動、家庭教育活動、青少年体験活動などを
実施している「青少年育成春日部市民会議」の活動を支援す
るものです。
　今後も、組織の周知に力を入れるとともに、各団体が連携
できる事業の実施を促します。

社会教育課

指標 青少年育成春日部市民会議の会員数
現状値（平成25年度） 団体・個人あわせて１０２
目標値（平成31年度） 団体・個人あわせて１２０
平成27年度目標値 団体・個人あわせて１０８
平成27年度実績値 団体・個人合わせて１０６ 進捗率 98.1% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　毎年、3団体・個人会員が増加。
《平成２７年度の実施予定》
　・補助金の交付を行う。
　・よみきかせ研修会、環境浄化研修会、非行防止キャンペーン、「青少年の主張大
　　会」作文コンクール、「家庭の日」ポスターコンクール等、市民会議事業の支
援。

実
施
内
容

・補助金を交付した
・よみきかせ研修会、環境浄化講演会、非行防止キャンペーン、「青少年の主張大
会」作文コンクール、「家庭の日」ポスターコンクール等の事業の支援をした

予
算

平成27年度

予算額 864千円 決算額 864,000円

⑤子どもの健全育成の推進
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事
業
名

青少年育成推進員の
支援

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　青少年育成推進員の支援は、青少年に望ましい地域環境を
作ることを目的として、埼玉県知事より委嘱された「青少年
育成推進員」の活動を支援するものです。
　今後も、委嘱配置目標を下回ることがないよう助言してい
くとともに、各推進員が問題なく活動できるよう支援しま
す。

社会教育課

指標 青少年育成推進員の人数
現状値（平成25年度） ５２人
目標値（平成31年度） ５５人
平成27年度目標値 ５５人
平成27年度実績値 ５５人 進捗率 100.0% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　現状値から3人増加し、その人数の維持。
《平成２７年度の実施予定》
　・補助金の交付を行う。
　・学校訪問、家庭の日普及活動、非行防止キャンペーン、社会を明るくする運動、
　　視察研修、全体会等、青少年育成推進員協議会の事業および青少年育成推進員の
　　地区活動の支援。

実
施
内
容

・補助金を交付した。
・学校訪問、家庭の日普及活動、非行防止キャンペーン、社会を明るくする運動、視
察研修、全体会等の活動を支援。

予
算

平成27年度

予算額 262千円 決算額 262,000円

事
業
名

青少年相談員の支援
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　青少年相談員の支援は、青少年のリーダーとして、埼玉県
知事から委嘱されて、野外活動など青少年の体験活動の機会
の提供を行っている「青少年相談員」の活動を支援するもの
です。
　今後も、市民周知に力を入れるとともに、活動を支援しま
す。

社会教育課

指標 青少年相談員の人数
現状値（平成25年度） ５人
目標値（平成31年度） １５人
平成27年度目標値 ５人
平成27年度実績値 ２３人 進捗率 460.0% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　28年度、30年度の委嘱時に5人ずつ増。
《平成２７年度の実施予定》
　・補助金の交付を行う。
　・キャンプのつどい、収穫体験、青少年育成春日部市民会議や公民館事業への協力
　　活動等、青少年相談員協議会の活動の支援。

実
施
内
容

・補助金を交付した
・共栄大学学生が多数、途中委嘱をした。
・キャンプのつどい、収穫体験、公民館事業への協力活動等、青少年相談員協議会の
活動を支援した。

予
算

平成27年度

予算額 380千円 決算額 380,000円
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事
業
名

青少年健全育成事業
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　青少年健全育成事業は、物を作る楽しさを体験してもら
い、共同作業を通じて親子や友人とのふれあいを深め、情緒
と感性を養う場を提供するものです。
　今後、学校以外にもポスターやチラシを掲示し、周知して
参加者の増員を図ります。

中央公民館
＜武里大枝公民館＞

指標 参加者数
現状値（平成25年度） １６５人

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度の実施予定》
　小学生までの子どもを対象に、時期に合った企画を行います。
母の日企画「フラワーアレンジメント」、父の日企画｢お父さんのためにバナナブレッ
ドを作ろう｣、夏休み科学教室「気まぐれロボットビーブー君を作ろう」、サマーキッ
ズフェスタ、キッズフェスタinたけさと、クリスマスケーキ作り、バレンタイン企画
「チョコレートケーキ作り」　　計７回

実
施
内
容

母の日企画「フラワーアレンジメント」、父の日企画｢お父さんのためにバナナブレッ
ドを作ろう｣、夏休み科学教室「気まぐれロボットビーブー君を作ろう」、サマーキッ
ズフェスタ、キッズフェスタinたけさと、クリスマスケーキ作り、バレンタイン企画
「チョコレートケーキ作り」、人形劇｢きゃべつ村｣　　計８回

予
算

平成27年度

予算額 61千円 決算額 61,000円

目標値（平成31年度） １８０人
平成27年度目標値 １７０人
平成27年度実績値 ５１４人 進捗率 302.4% 評価 Ａ
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事
業
名

学習を目的とした児
童への場所の提供

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　学習を目的とした児童への場所の提供は、地域において児
童が安全に過ごすことができる週末などの居場所づくりを推
進するため、学習を目的とした場所の提供を行うものです。
　今後も、情報ライブラリーにおいて学習を目的とした部屋
を提供し、子どもの居場所を作ります。

市民参加推進課
＜ハーモニー春日部＞

指標

平成27年度実績値 ２，３８５人 進捗率 66.3% 評価 Ｂ

情報ライブラリー年間利用者数
現状値（平成25年度） ３，３１１人
目標値（平成31年度） ５，０００人
平成27年度目標値 ３，６００人

実
施
予
定
内
容

情報ライブラリーを学習を目的とした部屋として提供する。
・開放期間：センターの休所日（月曜日、祝日、年末年始）以外は常時開放
・開放時間：8時30分～17時
・利用者数（目標）：3,600人

実
施
内
容

情報ライブラリーを学習を目的とした部屋として提供した。
・開放期間：センターの休所日（月曜日、祝日、年末年始）以外は常時開放
・開放時間：8時30分～17時
・利用者数：2,385人

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円
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事
業
名

子育てふれあい公園
リニューアル事業

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） １６箇所
平成27年度目標値 ８箇所
平成27年度実績値 ７箇所 進捗率 87.5% 評価 Ａ

　子育てふれあい公園リニューアル事業は、子どもから高齢
者までの幅広い世代が一緒にふれあえるような公園の再整備
を行うものです。
　今後も、引き続き２箇所/年程度の公園の再整備を目標に
します。

公園緑地課

指標 再整備公園数
現状値（平成25年度） ４箇所

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標設定の考え方》
　面積・地区・時間などの各要件を満たした街区公園に関し、美化協定の締結状況、
地域からの要望などを踏まえ、再整備を行う公園を選出し、再整備を進める。
《平成２７年度実施予定》
　みどり第１公園

実
施
内
容

みどり第1公園再整備工事　1箇所

予
算

平成27年度

予算額 23,760千円 決算額 23,544,000円
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事
業
名

放課後子ども教室
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） ２４校
平成27年度目標値 １３校
平成27年度実績値 １３校 進捗率 100.0% 評価 Ａ

　放課後子ども教室は、放課後における子どもたちの安心安全な活動場
所を確保し、地域の方々の参画を得て、さまざまな体験・交流活動を実
施するものです。
　今後は、国の「放課後子ども総合プラン」に基づき、全小学校区での
実施に向けて事業の拡充を図ります。また、放課後児童クラブが設置さ
れている小学校区においては、一体型のものとして運営を行っていきま
す。
　また、関係機関や関係部局で構成される運営委員会を設置し、余裕教
室の活用や、放課後児童クラブと放課後子ども教室の連携などについて
検討を行い、事業の充実を図っていきます。社会教育課

指標 実施校数
現状値（平成25年度） ９校

実
施
予
定
内
容

《平成27年度目標値設定の考え方》
　実施校を毎年2校ずつ増やす。（29年度からは3校ずつ）
《平成27年度の実施予定》
　・各教室の実行委員会や活動の実施・運営支援。
　・放課後子ども教室運営委員会や情報交換会の開催。
　・「放課後子ども総合プラン 春日部市行動計画」の策定。

実
施
内
容

・各教室の実行委員会や活動の実施・運営支援。
　（教室参加児童 延7,550名、スタッフ 延2,371名）
・「放課後子ども総合プラン 春日部市行動計画」を策定。
・放課後子ども教室運営委員会を4回、情報交換会を2回実施。

予
算

平成27年度

予算額 864千円 決算額 726,739円
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事
業
名

奉仕･体験活動
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） ２，１００件
平成27年度目標値 １，８２０件
平成27年度実績値 １，９０７件 進捗率 104.8% 評価 Ａ

　奉仕・体験活動は、青少年の奉仕・体験活動（ボランティ
ア活動など）の情報を紹介し、活動参加へのきっかけを作る
ものです。
　今後も、紹介情報の充実を図り、青少年が奉仕・体験活動
に参加しやすい環境を作ります。

社会教育課

指標 青少年奉仕・体験活動ホームページアクセス数
現状値（平成25年度） １，２３９件

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　総合振興計画の目標値に準じ、29年度までは140件ずつ増加。（30、31年度は2,100
件を維持）
《平成２７年度の実施予定》
　・小・中学校や公民館から、青少年の奉仕・体験活動の情報提供を受け、ＨＰを作
　　成します。

実
施
内
容

・小･中学校や公民館から、少々年の奉仕・体験活動の情報提供を受け、ＨＰに掲載し
た。

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円
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95

事
業
名

子どもを対象とする
スポーツ教室などの
実施事業

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

平成27年度実績値 ２１，８４６人

事
業
名

児童館運営事業
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　児童館運営事業は、児童の健全育成を図るため、ボラン
ティア・地域と連携しながら、多様な事業を展開し、親の交
流拠点、子どもの居場所・遊び場づくりとしての充実を図る
ものです。
　今後も、子育て支援施設の中心として、児童館３館それぞ
れの特色を活かした運営を進めます。

子育て支援課

指標 年間来館者数
現状値（平成25年度） 278,026人
目標値（平成31年度） 286,000人
平成27年度目標値 284,000人

子どもが参加できるスポーツ教室等の参加者数
現状値（平成25年度） １９，６４４人
目標値（平成31年度） ２３，０００人
平成27年度目標値 ―

進捗率 ― 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

　親の交流拠点、子どもの居場所・遊び場づくりの観点から、子どもやその保護者が
参加できる事業を計画し、実施する。
　親子スポーツ教室、楽しくドッジボール、市民体育祭各地区、巡回スポーツ教室、
健康づくりのつどい、健康スポ・レクフェスタ、出前講座

実
施
内
容

親子スポーツ教室、楽しくドッジボール、市民体育祭各地区、巡回スポーツ教室、
健康づくりのつどい、健康スポ・レクフェスタ、出前講座、学校プール開放事業

予
算

平成27年度

予算額 5,741千円 決算額 11,519,918円

平成27年度実績値 281,018人 進捗率 99.0% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

（平成２７年度目標値）来館者数：284,000人
　（平成26年度実績値：281,128人　前年比：100.0％）
《平成２７年度目標値設定の考え方》
　前年比（H25年度からH26年度伸率）を考慮して算出しています。
《平成２７年度の実施予定》
　ボランティア・地域と連携しながら子育て支援施設の中心として、児童館３館それ
ぞれの特色を活かした運営を進めます。

実
施
内
容

・春日部第１児童センター(エンゼル・ドーム):129,810人
・春日部第２児童センター(グーかすかべ):89,403人
・庄和児童センター(スマイルしょうわ):61,805人

予
算

平成27年度

予算額 175,106千円 決算額 174,806,258円

51



3-3心豊かに育つ場づくり

担当
課

担当
課

基
本
目
標
3

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り

基
本
施
策
3
‐

3

心
豊
か
に
育
つ
場
づ
く
り

基
本
目
標
3

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り

基
本
施
策
3
‐

3

心
豊
か
に
育
つ
場
づ
く
り

96

97

事
業
名

ハーモニーフェスタ
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　ハーモニーフェスタは、ハーモニー春日部において、男女
共同参画に関するワークショップの開催のほか子育て支援や
子ども主体のワークショップなど、多種多様な催しなどを年
１回数日間にわたり開催するものです。
　今後も、より多くの参加者を得るため積極的に広報活動を
実施します。

市民参加推進課
＜ハーモニー春日部＞

指標 参加者数
現状値（平成25年度） ４，０９１人
目標値（平成31年度） ４，５００人
平成27年度目標値 ４，１００人
平成27年度実績値 ３，５４４人 進捗率 86.4% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

ハーモニーフェスタ2015を国で定める男女共同参画週間（6月）に合わせて実施する。
・内容は、実行委員会を組織し検討する。
・開催日:6月23日（火）～28日（日）
・参加者目標数：4,500人

実
施
内
容

ハーモニーフェスタ2015を国で定める男女共同参画週間（6月）に合わせて実施した。
・内容は、実行委員会を組織し検討した。
・開催日:6月23日（火）～28日（日）
・参加者数：3,544人

予
算

平成27年度

予算額 190千円 決算額 175,000円

事
業
名

かすかべ郷土かるた
大会

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　かすかべ郷土かるた大会は、青少年の交流および郷土に対
する意識の醸成を図るものです。
　今後も、青少年の更なる交流を目指して、内容の充実を図
ります。

社会教育課

指標 参加者数
現状値（平成25年度） ７７７人
目標値（平成31年度） ８１０人
平成27年度目標値 ７８９人
平成27年度実績値 ６１５人 進捗率 77.9% 評価 Ｂ

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　毎年6人(2組)ずつ増加。
《平成２７年度の実施予定》
　・平成27年11月8日（日） 第23回かすかべ郷土かるた大会開催します。
　・市内小学校3学年を対象に、かすかべ郷土かるたの出前授業を実施します。

実
施
内
容

・205チーム615人の参加があった。
・24小学校すべてにおいて出前授業を実施した。

予
算

平成27年度

予算額 84千円 決算額 51,010円
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事
業
名

わくわく掲示板
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　わくわく掲示板は、青少年の豊かな体験活動を進めるた
め、市内の全小中学校に掲示板を設置し、行政、地域団体な
どの情報の周知を行うものです。
　今後も、紹介情報の充実を図り、青少年が多様な体験活動
に参加しやすい環境を作ります。

社会教育課

指標 掲示件数
現状値（平成25年度） ２４０件
目標値（平成31年度） ２５０件
平成27年度目標値 ２５０件
平成27年度実績値 １８２件 進捗率 72.8% 評価 Ｂ

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　現状値を伸ばした数値（250件）を、31年度まで維持。
《平成２７年度の実施予定》
　・掲示板への掲示希望を受け付け、学校へ掲示依頼を行います。

実
施
内
容

・182件の情報を提供した。

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円

事
業
名

土器作り教室
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　土器作り教室は、親子参加の土器作り教室で製作過程を通
じて、縄文時代の生活を体験すると同時に親子のコミュニ
ケーションを図るものです。
　今後も、参加者数増を目標とするのではなく、年１回の事
業を継続することにより、親子が交流できる場を提供するこ
とを目標とします。

文化財保護課

指標 ―
現状値（平成25年度） ―
目標値（平成31年度） ―
平成27年度目標値 １回
平成27年度実績値 １回 進捗率 100.0% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

・７月２６日（日）：教育センターにて、開講式、土器の成形を行う。
・８月２３日（日）：内牧公園にて、土器の野焼き、火熾し体験、勾玉作りを行う。
併せて、希望者を対象とした果実の収穫体験を行う。なお、雨天の場合は、８月３０
日（日）に順延する。
　以上、２日間で１回の講座とする。

実
施
内
容

・７月２６日（日）：開講式、土器の成形（教育センター）
・８月２３日（日）：土器の野焼き、火熾し体験、勾玉作り（内牧公園）、収穫体験
（近隣農園）

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円
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事
業
名

体験講座
（夏季講座も含む）

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　体験講座（夏季講座も含む）は、わらじやしめ縄作りな
ど、昔ながらの物を親子で一緒に製作して、共通の体験の場
を提供するものです。
　今後も、引き続き、さらに親子が参加しやすい状況に対応
出来るよう、講座内容を検討します。

文化財保護課

指標 実施回数
現状値（平成25年度） ５回
目標値（平成31年度） ５回
平成27年度目標値 ４回
平成27年度実績値 ４回 進捗率 100.0% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

（平成２７年度目標値）実施回数：４回
《平成２７年度目標値設定の考え方》
　実施回数については、他の講座の開催日数を考慮して算出しました。
《平成２７年度の実施予定》
　体験講座として、わらじ編み・ミニぞうり作り・しめ縄作りを４回、一般市民だけ
でなく親子参加で行います。

実
施
内
容

・８月２日（日）わらじ編み
・１０月２４日（土）ミニぞうり作り
・１２月１９日（土）・２０（日）しめ縄作り
・その他　自由参加のワークショップを１４回開催しました。

予
算

平成27年度

予算額 56千円 決算額 50,000円

事
業
名

各種体験教室や学習
講座の実施

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　各種体験講座や学習講座の実施は、各公民館において、子
どもたちの価値観の多様化に対応するため、さまざまな体験
活動や学習の機会を提供するものです。
　今後も、事業内容やＰＲ方法を工夫し、より社会性豊かな
人間性を育むことができる体験活動や学習の機会を提供しま
す。

中央公民館

指標 実施か所数
現状値（平成25年度） １２館
目標値（平成31年度） １６館
平成27年度目標値 １６館
平成27年度実績値 １４館 進捗率 87.5% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

（平成２７年度目標値）実施か所数：１６館
《平成２７年度目標値設定の考え方》
　実施か所数については、市内８地区、全館での実施を目標としている。
《平成２７年度の実施予定》
　内牧南公民館、藤塚公民館、武里南公民館、庄和南公民館を除く１２館ですでに各
種体験教室等を実施または実施予定（１館２月）している。

実
施
内
容

内牧南公民館と藤塚公民館を除く１４館で子ども向けの各種体験教室や学習講座を実
施した。

予
算

平成27年度

予算額 ―　千円 決算額 ―  円
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③世代を超えた交流の推進

103

事
業
名

三世代交流事業
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　三世代交流事業は、春日部市いきいきクラブ連合会に委託
して、各地域ごとに高齢者と子ども、その親の三世代が軽ス
ポーツやゲームなどのさまざまな活動を通して交流を図るも
のです。また、いきいきクラブ連合会の事業として、エンゼ
ル・ドームなどに高齢者が訪問し、子どもたちと交流しなが
ら子育て支援を行うものです。
　今後も、引き続き、同様に実施します。高齢者支援課

指標 参加人数
現状値（平成25年度） １０，０７８人
目標値（平成31年度）

事
業
名

子ども読書推進事業
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　子ども読書推進事業は、おはなし会（ストーリーテリング・絵本の読
み聞かせなど）・夏休み科学あそびの会・クリスマスおはなし会・えほ
んのへや（乳幼児とその保護者向けの絵本の読み聞かせ・わらべうたな
ど）などの事業を活用し、本と子どもたちを結びつけて心の教育を促す
ものです。
　また、ブックトーク（テーマに沿った本の紹介）・学校おはなし会・
調べ学習に対する団体貸出など、学校に対する支援を行うものです。
　今後も、引き続き、おはなし会の小学校などへの広報活動を行い、年
齢の高い子どもの参加向上に努めるとともに、ＯＪＴを行い、職員のス
キル向上に努めます。中央図書館

指標 ―
現状値（平成25年度） ―
目標値（平成31年度） ―
平成27年度目標値 ―
平成27年度実績値 336回、1438人 進捗率 ― 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

●おはなし会　　　　　　　小さい子（4歳から9歳／中央・武里・庄和　各図書館）毎週土曜日
　　　　　　　　　　　　　大きい子（小学生／中央・武里・庄和　各図書館）第2･4土曜日
●夏休み親子おはなし会　　小さい子（4歳から9歳とその保護者／中央・武里・庄和　各図書館）夏休み期間中の毎週土曜日
　　　　　　　　　　　　　大きい子（小学生とその保護者／中央・武里・庄和　各図書館）夏休み期間中の第2･4土曜日
●夜のおはなし会　　　　（5歳から小学生とその保護者／中央図書館）8月27日
●えほんのへや　　　　　（2歳からの親子）中央／第1･3木曜日　武里／第2･4木曜日
●夏休み科学あそびの会　（5歳から小学生／中央図書館）8月3日
●クリスマスおはなし会　（4歳から小学生／中央図書館）12月12日
●テーマ展示　　　　　　（中央・武里・庄和　各図書館）毎月テーマを変えて実施
●こども司書講座　　　　（庄和図書館）8月17～19日

実
施
内
容

●おはなし会　　小さい子126回、664人　大きい子61回、121人
●夏休み親子おはなし会　小さい子20回、143人　大きい子9回、31人
●夜のおはなし会　　   8月27日、20人  ●えほんのへや　中央23回、230人　武里23回、136人
●夏休み科学あそびの会　8月3日、20人  ●クリスマスおはなし会 12月12日、63人
●テーマ展示　　        70回          ●こども司書講座　　8月17～19日、10人

予
算

平成27年度

予算額 55千円 決算額 55,000円

１１，５２８人
平成27年度目標値 １１，０００人
平成27年度実績値 １１，０９８人 進捗率 100.9% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

　春日部市いきいきクラブ連合会に委託して、各地域ごとに高齢者と子ども、その親
の三世代が軽スポーツやゲームなどのさまざまな活動を通して交流を図ります。ま
た、いきいきクラブ連合会の事業として、子どもたちと交流しながら子育て支援を
行っていきます。

実
施
内
容

春日部市いきいきクラブ連合会の各単位クラブにおいて、各地域の高齢者と子ども、
その親の三世代が輪投げ大会や餅つき大会などで交流を図り子育て支援を行った。

予
算

平成27年度

予算額 1,229千円 決算額 1,080,000円
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④つながりの輪づくり

104

105

事
業
名

老人大学における小
学校連携事業

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　老人大学における小学校連携事業は、老人大学（ふれあい
大学）の講座の一環として、小学生児童と高齢者との交流を
図ることにより世代間の相互理解を深め、高齢者の豊かな知
識と経験を伝承していく小学校連携講座を実施するもので
す。
　今後も、交流を続け、互いの理解を深めていけるような事
業を実施します。高齢者支援課

指標 参加人数
現状値（平成25年度） 学級閉鎖で未実施（０人）
目標値（平成31年度） ７６０人
平成27年度目標値 ３９０人
平成27年度実績値 ４５０人 進捗率 115.4% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

　高齢者大学（ふれあい大学）の講座の一環として、小学生児童と高齢者との交流を
図ることにより世代間の相互理解を深め、高齢者の豊かな知識と経験を伝承していく
小学校連携講座を実施します。

実
施
内
容

平成27年11月24日・25日に、ふれあい大学の授業の一環として、桜川小学校との小学
校連携講座を実施。

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円

事
業
名

地域交流会
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　地域交流会は、公立保育所の施設を開放し、就学前の子ど
もと保護者に遊び場の提供と入所児童との交流を通して、子
育てを応援するものです。
　今後も、引き続き、内容の見直しや変更などを行い、参加
人数の増加に努めます。

保育課

指標 参加人数
現状値（平成25年度） １，０００人
目標値（平成31年度） １，５００人
平成27年度目標値 １，８００人
平成27年度実績値 １，７３４人 進捗率 96.3% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

（平成２７年度目標値）参加人数：1,800人
《平成２７年度目標値設定の考え方》
　11月までの参加人数を参考に算出した。
《平成２７年度の実施予定》
　公立保育所10か所において、未就学児童を対象に年14回開催します。

実
施
内
容

　実施回数　14回　参加人数　1,734人
　室内遊び・所庭遊び・身長・体重の測定、人形劇、保育所生活の見学など

予
算

平成27年度

予算額 ―　千円 決算額 ―  円
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事
業
名

子育て支援講座の実
施

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　子育て支援講座は、父親の育児参加を促すために、春日部
地区助産師会と共催し、地域における子育てサービスなどの
ネットワークの形成を目的に、年１回半日の講座を開催する
ものです。
　今後も、春日部地区助産師会と共催で子育て支援講座家族
編を開催し、男女の協力による子育てを推進します。

市民参加推進課
＜ハーモニー春日部＞

指標 受講率
現状値（平成25年度） ９５．０％
目標値（平成31年度） ９８．０％
平成27年度目標値 ９５．０％
平成27年度実績値 ７０．０％ 進捗率 73.7% 評価 Ｂ

実
施
予
定
内
容

子育て支援講座家族編の実施
目的：母親だけに偏りがちな子育てについて父親にも考えてもらうきっかけとした
い。また、参加者同士で子育ての悩みを話したり、エクササイズをすることで、心身
ともにリフレッシュしてもらう。
・実施日：9月6日（日）
・募集：20組　　・対象：６ヶ月未満の子を持つ保護者
・講師：春日部地区助産師会

実
施
内
容

母親だけに偏りがちな子育てについて父親にも考えてもらうきっかけとし、また、参
加者同士で子育ての悩みを話したり、エクササイズをすることで、心身ともにリフ
レッシュしてもらった。
・実施日：9月6日（日）・参加：14組　　・対象：６ヶ月未満の子を持つ保護者

予
算

平成27年度

予算額 30千円 決算額 30,000円

事
業
名

子育て意識啓発ポス
ターなどの掲示

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　子育て意識啓発ポスターなどの掲示は、館内外の掲示物を
利用し、虐待防止や父親の育児参加を促すポスターなどによ
り、子育て意識の啓発をするものです。
　今後も、国や県などで作成した子育てなどの啓発ポスター
を掲示し、より積極的に啓発活動を実施します。

市民参加推進課
＜ハーモニー春日部＞

指標 掲示回数
現状値（平成25年度） ７回
目標値（平成31年度） １２回
平成27年度目標値 ８回
平成27年度実績値 ８回 進捗率 100.0% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

　子育て意識をより積極的に啓発活動をするために、国や県などで作成した啓発用の
ポスターを掲示する。
・年８回

実
施
内
容

ポスター掲示回数　８回

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円
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事
業
名

子育てサロン
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　子育てサロンは、あしすと春日部や公民館などの公共施設
において、子育て中の親子が集う場で、簡単な遊びを通じて
参加者の交流を図るものです。
　今後も、引き続き、事業の周知を図り、それぞれの特色を
活かした事業展開を進めます。

子育て支援課

指標 実施回数（あしすと春日部・武里市民センター）
現状値（平成25年度） 24回
目標値（平成31年度） 24回
平成27年度目標値 24回
平成27年度実績値 24回 進捗率 100.0% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

（平成２７年度目標値）実施回数　24回
《平成２７年度目標値設定の考え方》各会場での開催回数予定
《平成２７年度の実施予定》
武里市民センターやあしすと春日部において、育児中の親子を対象に簡単な遊びを通
じて参加者の交流を図るとともに、主任児童委員や助産師、家庭児童相談員等との相
談により、育児不安やストレスの解消を図ります。事業の日程は、広報かすかべ、ち
らし等で周知をします。

実
施
内
容

　武里市民センターやあしすと春日部において子育てサロンを開催し、育児中の親子
を対象に、手遊びなどの簡単な親子遊びを通して参加者が交流し、地域における親同
士のネットワークづくりの場を提供した。平成27年度参加者数:あしすと春日部　子ど
も338人　保護者342人　武里市民センター　子ども325人　保護者305人

予
算

平成27年度

予算額 40千円 決算額 39,840円
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事
業
名

子育てサロン
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　子育てサロンは、あしすと春日部や公民館などの公共施設
において、子育て中の親子が集う場で、簡単な遊びを通じて
参加者の交流を図るものです。
　今後も、引き続き、事業の周知を図り、それぞれの特色を
いかした事業展開を進めます。

生活支援課

指標 実施回数（あしすと春日部・武里市民センター）
現状値（平成25年度） ２４回
目標値（平成31年度） ２４回
平成27年度目標値 ２４回
平成27年度実績値 ２４回 進捗率 100.0% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

（平成２７年度目標値）子育てサロン実施回数：２４回
《平成２７年度目標値設定の考え方》
　現状維持
《平成２７年度の実施予定》
　・広報紙や個別チラシの配布等により事業内容を広くＰＲすることにより、参加者
　　の増加を図ります。

実
施
内
容

あしすと春日部実施回数：１２回
武里市民センター実施回数：１２回

予
算

平成27年度

予算額 70千円 決算額 70,000円

58



3-3心豊かに育つ場づくり

担当
課

担当
課

109

基
本
目
標
3

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り

基
本
施
策
3
‐

3

心
豊
か
に
育
つ
場
づ
く
り

事
業
名

赤ちゃんの駅
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　赤ちゃんの駅は、乳幼児をもつ保護者の子育てを支援する
取組の一環として、外出中の親子が、授乳やおむつ替えが必
要になったときに、気軽に立ち寄れるような場所を提供する
ため、公共施設や民間施設を登録しているものです。
　今後も、引き続き制度や設置場所の周知を図り、民間施設
の登録数の増加を促進します。

子育て支援課

指標 登録施設数
現状値（平成25年度） 62施設
目標値（平成31年度） 84施設
平成27年度目標値 70施設
平成27年度実績値 70施設 進捗率 100.0% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

（平成27年度目標値）登録施設数：70施設
《平成27年度目標値設定の考え方》
　登録施設数については、過去5年間における増加の状況を考慮し算出しました。
《平成27年度の実施予定》
　「かすかべ“みんなの”子育て支援マップ」に登録施設一覧を掲載するほか、ス
マートフォン向けの授乳室・おむつ替え検索アプリと連携し、施設の周知を図りま
す。

実
施
内
容

広報・ホームページ等で積極的に周知したほか、かすかべ みんなの 子育て支援マッ
プにスマートフォン向け「授乳室・おむつ替え検索アプリ」を登録し、施設をより利
用しやすくした。「赤ちゃんの駅」登録施設数70。

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円
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事
業
名

子育てサロン
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　子育てサロンは、あしすと春日部や公民館などの公共施設
において、子育て中の親子が集う場で、簡単な遊びを通じて
参加者の交流を図るものです。
　今後も、引き続き、事業の周知を図り、それぞれの特色を
生かした事業展開を進めます。

中央公民館

指標 実施回数（公民館）
現状値（平成25年度） ６９回
目標値（平成31年度） ７５回
平成27年度目標値 ７２回

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円

平成27年度実績値 ７２回 進捗率 100.0% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

（平成２７年度目標値）実施回数：７２回
《平成２７年度目標値設定の考え方》
　実施回数については、市内６公民館で毎月１回の実施として算出している。
《平成２７年度の実施予定》
　実施している６公民館すべて毎月１回、年１２回の実施を予定している。

実
施
内
容

市内６公民館（内牧南、豊春地区、豊春第二、幸松地区、豊野地区、武里南地区）で
すべて予定どおり１２回実施。延べ２０１２名参加。
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事
業
名

障害児保育
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　障害児保育は、保護者が家庭において、保育を必要とする
心身に障がいのある子どもを、保育所（園）に入所させて健
常児とともに保育することにより、その子どもの集団生活へ
の適応および児童相互の健全な成長、および発達を促すもの
です。
　今後も、引き続き、必要とする方が利用できるよう、事業
の実施に努めます。保育課

指標

平成27年度実績値 １３か所 進捗率 108.3% 評価 Ａ

実施箇所数
現状値（平成25年度） ２９か所
目標値（平成31年度） ３５か所
平成27年度目標値 １２か所

実
施
予
定
内
容

（平成２７年度目標値）実施箇所数：12か所
《平成２７年度目標値設定の考え方》
　障害児保育を行っている認可保育所及び認定こども園の施設数としました。
《平成２７年度の実施予定》
　保育所（園）において集団保育が可能な場合は、障害の程度にかかわらず児童の受
入れを行い、集団生活への適応及び児童相互の健全な成長・発達を図ります。

実
施
内
容

　実施箇所数　13か所、障害児保育人数　15人

予
算

平成27年度

予算額 5,479千円 決算額 1,600,000円
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事
業
名

特別支援学校放課後
児童対策事業

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） ―
平成27年度目標値 ―
平成27年度実績値 ― 進捗率 ― 評価 Ａ

　特別支援学校放課後児童対策事業は、特別支援学校に通学
する障がい児の放課後における健全な育成を図るため、特別
支援学校放課後児童対策事業を実施する団体に助成を行うも
のです。
　今後も、引き続き、事業の実施に努めます

保育課

指標 ―
現状値（平成25年度） ―

実
施
予
定
内
容

　在籍児童数が10人未満であることから、事業を休止しています。

実
施
内
容

予
算

平成27年度

予算額 ―　千円 決算額 ―　円
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